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2006 年  07 月  01 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊田原駅 1  

 ここもこじんまりした半農半漁の集落に出来た駅です。 
 国民宿舎？があり、国道には看板が上がっていますが、駅の方には取り立てて何も

案内が無いように思います。無人の特急通過駅ですから、この駅からの来場者も見込

めないのでしょうね。 
 駅には、この沿線のほとんどの駅と同じように通学用の自転車が置かれています。

おそらくこの自転車の数も昔に比べ、少なくなっているものと思われます。 

 
 田原の町並みは国道を通過すると分からないのですが。狭い旧道沿いに古い町並み

が残っています。どっちにしても小さな集落です。この狭い道路が旧・４２号線です。 
 狭さは乗用車がすれ違えない場所があるくらいなのです。 

 



 おりしも上りの各駅停車がやってきました。駅員の居ないこうした駅での乗降は乗

務員によって切符の発売、切符の回収が行われます。電車もワンマン運転されていま

すから、この電車では一番前のドアしか開いていません。そして、降りたのはたった

一人でした。駅が無人化して当たり前なのです。 
 田舎は列車の数が少なく。バスの本数も数えるくらいになります。それに、町や集

落がこじんまり出来ていて、不便ではあるが、自己完結的に地元だけで生活が成り立

ってきました。それが出来にくくなってきてからは、不便さを補うために足代わりの

自動車がほとんどの家に入りました。CM に出てくるようなものではなく、まさに足

代わりの軽トラが主力なのが田舎の特徴です。 
 じいさん、ばあさんのアベックがせいぜいなので軽トラでいいわけです。カップル

ではなくアベックの時代の人ばかりになってきていますね。 
 この紀伊田原から熊野市の中学校に赴任してきた先生も居ました。県違いの和歌山

県から三重県の教員になることが少ないので目立っていました。 
 このように、行政区分が同じ紀州でも和歌山県と三重県の分かれていますし、それ

が長くなってきたので、交流なども少なくなってきているようです。先では残されて

いるのは駅名に付く『紀伊』の国名だけなのかもしれません。 
カメラは ウエルタ・ウエルチ I   by je2luz | 2006-07-01 11:03 | 

 

 

 

2006 年  07 月  02 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊田原駅 2 木葉神社  

 『紀伊田原駅』の周辺は何もありません。昔はお店もあったのでしょうが、今では

何もないようです。 
 駅前を左に入ると。小さな神社があります。『木葉神社』と言うお宮さんです。 
 この神社は１２月初めのお祭りでは賑わうようです。『ねんねこ祭り』とか… 
 名前の通りに、子供、乳児のお祭りだそうです。子供の健やかな成長を祈って、海

のほうまで進んで祈願するそうです。そのためか、お社には『涎掛け』らしきものが

一杯くくりつけられています。 

 



この数は、この田原だけではとても考えられないものです。おそらく、今では田原で

生まれる子は年に数人がせいぜいだと思いますからね。よその出て行った子供の子供

たちの更にその子供の祈願とか…近在の民間信仰でこれだけのものが集まるのかと

思います。 
熊野市の『産田神社』も地元だけではお祭りは寂しいものになりますが、遠くから

も参拝してくれるので、成り立っています。 

 
この神社は、お祭りも生活臭のあるものですが、祀られている狛犬さんは磨り減って、

狗さんの形をとどめていません。何ともかわいらしいものです。 
この狛犬の反対側には『日露戦争参加記念』とか言う砲弾が飾られています。なんだ

か、神社が歩んできた歴史をも忍ばせます。 

 



人々の純粋な生活を守って欲しいと言う信仰と、戦争の同居は不思議な対比です。 

      
神域の林はさほど大きなものではありませんが、人気のない快い空間を持っています。 
 駅からすぐそばでも、よその人が訪れることはほとんど無い、村の鎮守様といった

感じです。 
 カラーは ニコン F+ニッコール 20ｍｍ  
 モノクロは ウエルタ・ウエルチ I    by je2luz | 2006-07-02 11:40  

 

 

 

 

 

 

2006 年  07 月  03 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊浦神駅 1  

 紀勢西線は海岸線を走り続けます。 
 海岸線でも、熊野市駅ー新宮駅間のように緩やかな砂利浜沿いのようなところでは

なく、磯伝いに走るので、トンネルも多く、景色も平地などほとんどなく、山と海だ

けのところが多くなります。そして、ほんの少し開けると集落があり駅があります。 
 紀伊浦神駅の辺りでは国道４２号線が紀勢西線（きのくに線）にまとわり付くよう

に走っています。つまり、平地がないので海岸の崖を削って両方が進んでいると言う

ことです。 
 紀伊浦神駅はこの辺りでは一番の良港とも言える漁村に出来た駅です。 

 
 駅舎は典型的な田舎駅のたたずまいです。駅前には何もなく、ひっそりとしていま

す。駅が町の中心であった時代が終わって時間がたつと共にローカルの駅は人々の生

活から離れて行ったようです。 



 

 単線のままで細いホームが作られただけの駅です。カーブの関係でこちら側にホー

ムが作れなかったのか、単線なのに線路を渡ってホームに行かなくてはなりません。

列車は入ってくるとホームに行けない不便な構造です。のんびりしていた時代の名残

でしょうね。駅員が居なくなった無人の駅で駅構内の踏み切り警報が列車の接近を知

らせています。 
カメラは ウエルタ・ウエルチ I    je2luz | 2006-07-03 12:39  

 

 

 

 

2006 年  07 月  04 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊浦神駅 2 近大水産試験場  

 ここ『浦上』は折れ曲がった深い入り江に沿って集落があります。 
 リアス式海岸といっても出入りが少なく良港の少ない南紀では珍しい深い入り江

です。国道や列車から見ると対岸に集落が細くへばりついた少し大きめな川、若しく

は河口にしか見えないくらいです。 
 この静かな入り江に目を付けたのが『近畿大学』です。きれいな海水と静かな入り



江を利用して『水産試験場』を設置したのです。何時の設置か知りませんが結構古く

からあるようです。近畿大学の総長の家系である世耕と言う家は南紀のでですから、

この辺りにも詳しく、それで目を付けたものでしょう。 

 

 浦上自体は良港に恵まれても平地が少なく漁業の町として発展のしようが無い所

です。そうした意味で、この近畿大学水産試験場の存在はすごく大きいようです。常

に研究者、助手、学生が駐在し、作業員も雇用されるからです。更に、研究内容が生

活密着の水産関係ですから地元とも密着しています。 
 ハマチ・鯛、ヒラメなど、今では普通に養殖されている魚の養殖技術の開発には大

きな役割を果たしてきました。さらにフグの養殖の確率向上など次々と開発を続け、

最終的にはマグロの養殖まで進んでいるようです。 

 

 浦上は平地がほとんどないからでしょうか、国道のすぐそばの空き地程度のところ

に船の修理所があります。小さな漁船専用ですから『ドック』などというたいそうな



ものではなく。海の中まで引き込んだ線路の上の台車に船を乗せて引っ張りあげるも

のです。よそでは考えられないほど狭いところでやっています。 
 ここの水産試験場と大阪の近畿大学本部との行き来にもかつてはほとんど紀勢西

線が使われていたのでしょうが、今では車の利用が増えてしまったようです。 
 まだまだ、高速道路が出来ていないとは言え 50Ｋｍほど先の南部（みなべ）まで

出来ていますから、随分近くなっています。  
Tags:紀勢西線 国道４２号線 クラシックカメラ    by je2luz | 2006-07-04 12:44 

 

 

 

2006 年  07 月  05 日  

熊野の旅 紀勢西線 古座駅  

 紀伊半島の南では大きな川になる古座川のほとりに古座町、古座川町があります。 
 鉄道の駅は河口から少し遡ったところに作られています。この沿線に駅がほとんど

海岸線にあるのに比べ少し変わっています。これは、田原からここまでの間に通らな

ければならない集落もなかったことと、古座川河口の地形にあったのかもしれません。 
 古座川は紀伊半島の川の常で扇状地などほとんどありません。そして台風時には洪

水と高潮で水位がものすごく上がります。 
 国道４２号線は海岸線に堤防を兼ねて作られていますが、古座町の部分で高潮が道

路にかかり通行止めになることがあります。そのため、近年では海岸に防波堤や消波

ブロックの工事を盛んにしています。つまり、海岸沿いに鉄道を通せばこうなること

が分かっていたので、先人達は鉄道を少し内陸に設置したのでしょうね。 
 『古座駅』はこの辺では大きな駅に入ります。タクシーも常駐しているくらいです。 

 

 駅舎は観光協会が入っています。土産物の販売と展示場になっているようです。集

札なども請け負っているようです。 



 無人駅ではない形になっていますが、新しく改造された展示場が少しよそよそしく

感じられるのは私だけでしょうか？お役所のにおいがしていました。 
 ローカルの鉄道や駅は人間の匂いがするものだと思っています。それがあるからロ

ーカル線も楽しいのではないかと思うからです。 
 官製町おこしの匂いは苦手です。これの好きな人もたくさん居ますから存在理由は

あるのでしょうがね。 

 

 構内にぽつんと置かれた保線用の車両の方が少し者寂しげで田舎の駅の雰囲気が

出ているように思えました。        by je2luz | 2006-07-05 12:42 

 

 

 

2006 年  07 月  07 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊姫駅  

 



 何とも小さな駅です。 
 鉄道用コンテナより小さいような、コンクリートブロック製の駅舎がぽつんと立っ

ています、バス停を少し大きくした程度です。 

 
 もっとも、乗降客も都会の団地前のバス停ほどないかもしれません。 
 ホームも駅舎に似合うような単線のままに狭いホームがあるものです。ここのホー

ムこそ特急列車通過時は出ていない方が良いでしょうね。たまたま入ってきたのが普

通列車でしたから心配ありませんでした。 
 無人駅はこうした写真を撮るのにはすごく楽です。入場券と言うものが存在しませ

んからね。本当は、入場券が無いし、乗客でもないのですから、ホームに入っちゃい

けないのでしょうね。 

 
 『姫』とはいい地名ですね。しかし、『紀伊』が着いているところを見ると他にも

『姫』と言う駅名があるのでしょうね。 
 姫は古座と串本と言う割と大きな（南紀では）町に挟まれた小さな集落です。国道

は鉄路の外側、海のそばを走っています。この区間は古座町内で波がかかるくらいで

すから、荒波のときに走るのは気味の良いものではありません。 
 鉄道ではないのですが、以前にはここと串本の間に、『飛行機のあるドライブイン』

があったものです。昔の中型のプロペラ機を敷地内に置いたもので、非常に目立った

ものでした。飛行場があるわけでもなく、分解して運んで現場で組み立てたのでしょ

うね、 
 この目だったドライブインも今ではなくなって、どこにでもあるホームセンターに

変わっていました。随分色んな人の記念写真に納まった飛行機だったと思うのですが

ね。 
 カメラはウエルタ・ウエルチ・I  by je2luz | 2006-07-07 12:46  



2006 年  07 月  08 日  

熊野の旅 紀勢西線 串本駅 1  

 とうとう、紀勢本線最南端の駅、いや本州最南端の駅、『串本駅』にやってきまし

た。 
 串本は民謡串本節に出てくる『大島』がすぐ前に浮かび、その島影のおかげで良港

になっています。勝浦と並び漁業の町として栄えてきました。 
 昔、串本駅は紀勢西線の東半分、紀伊木本駅（現熊野市駅）からの各駅列車の折り

返し地点にもなっていました。時代は変わり、紀勢西線の一部だった鵜殿ー熊野市間

は昔の紀勢東線であった側に組み込まれ、今では東海旅客鉄道（JR 東海）の路線に

なっています。串本を走る各駅停車の列車も電車に代わり、新宮発田辺行きとか和歌

山行きになっています。 

 
 串本駅は国道４２号線から山の方に入ってすぐのところにあります。駅前には広場

もあり駅前らしい形になっています。勿論、この周辺の中核であり、特急列車も停車

します。 
 串本と言えば、やはり『潮岬』ですが、この潮岬は景色が良い観光地になっていま

すが、船乗りにとっては恐ろしい難所です。一番南端に立って目の前の海を眺めれば

理由が分かります。流れてくる流木などがものすごいスピードで右から左方向に進ん

で行きます。そして、沖に向かって岩礁が点々と見えています。この流れが『黒潮』

で西に向かう貨物船など遅々として進みません。 

  



 

この難所では数え切れない数の船が難破しています。熊野灘全体では大変な数になる

でしょうね。 
 串本で遭難した有名なものにはトルコの軍艦があります。そのときには串本の漁師

達が命懸けで救助に当たったそうです。いまでは、それを記念してトルコとの間に友

好姉妹提携があるようです。 

 
 海の遭難に対しては昔から漁師さんたちはどんな時でも、何より先に救助を優先し

てきています。漁の途中で網を捨ててでも救助に向かう助け合いは国際的にも生き続

けているようです。 
 これが海の男同士だけではなく、レジャーのサーファーやプレジャーボートの時で

も出動してくれます。山の遭難はものすごくお金がかかるものですが、海では請求も

出ないことがほとんどです。小説などではなんだか山の男の友情なんて美化されてい

ますが、現実では海の男達の心意気の方がはるかに美しいと思われます。 

 
 紀州の海は平気で人の命を奪いに来ます。遊び半分に荒れた海には入らないでくだ

さい。 
 一報が入れば荒波で漁を休んでいた漁船までその遊びの人の救助に出てくれます。

近年では近海漁業の漁船の救助より、レジャー族のための出動が多いくらいになって

います。困ったことです。  
Tags:紀勢西線 国道４２号線 モノクロ   by je2luz | 2006-07-08 07:28 



2006 年  07 月  09 日  

熊野の旅 紀勢西線 串本駅 2 橋杭岩  

 
   串本節 
ここは串本ー 向かいは大島 仲を取り持つ 巡航船 アラヨイショ ヨイショ ヨ
イショ ヨイショ ヨイショ  
潮の岬に 灯台あれど恋のやみ路は 照らしゃせぬ アラヨイショ ヨイショ ヨイショ 
ヨイショ ヨイショ  
障子開ければ 大島ひと目 なぜに佐吉は山のかげアラヨイショ ヨイショ ヨイショ 
ヨイショ ヨイショ  
一つ二つと橋杭たてて 心とどけよ 串本へ アラヨイショ ヨイショ ヨイショ ヨイ

ショ ヨイショ  

 
 なにやら佐渡情話と同じような恋物語が歌われています。 
 串本と大島はほんの目と鼻の先。泳いででも渡れます。 
 佐渡おけさでは…佐渡は四十九里波の上…と歌われるほど恋路は遠かったようで

す。 
 この大島はレーダー基地としても重要だったのですが、観光客にはほんの１０分ほ

どで味わえるフェリーボート…巡航船の方が魅力だったのです。 
今では潮岬方面から橋が架かってしまいました。生活には便利でしょうが、外部の

人間には何てこと無い場所になってしまいました。 
 橋杭岩は隆起と浸食によって点々と岩が一直線に残されたものです。 
 このの撮影は、日の出や月の出の時間に逆光で撮るか、午後になって順光になって

から撮るかです。干潮時は橋食いのそばまで近寄れますが、潮が満ちると下の岩場は

水の下になります。くれぐれも先のほうまで行って取り残されないでください。 
 国道４２号線を走るといやでも目に入り、自動的に駐車場に入ります。ここの駐車

場は今でも無料のようです。 



カメラは コダック メダリスト I  
Tags:国道４２号線 紀勢西線 クラシックカメラ  by je2luz | 2006-07-09 05:38 

 

 

 

年  07 月  10 日  

熊野の旅 紀勢西線 串本駅 ３ 海  

 今の串本にはあちこちに立て看板があります。 
 ゴミの最終処分地建設反対を訴えるものです。その看板の中には『ラムサールの海

を守れ』と、かかれたものもあります。 
 串本の名物の一つには『海中公園』があります。自然の水族館と言うもので、海に

大きな筒を沈めてあり、その窓から海中を見ようと言うものです。自然相手ですから、

海が汚れたり、磯やけを起こして海底に何も無くなれば見るものがなくなるというこ

とです。 

 
 
今は、見る価値のある海中の景色があるのです。黒潮が常に暖かくて新しい海水を

運んでくれるのでこの周辺の海域には魚も豊富で熱帯の海のものもやってきます。何



やら珊瑚の北限とかも言いますね。珊瑚自体はもっと北まであるようですが… 
こうした自然に恵まれているためラムサール条約の指定を受けているのです。 

 串本周辺は近年までし尿処理場が無く海洋投棄をしていました。国際条約で禁止さ

れてから、随分長い間日本各地でこの海洋投棄わ続行されましたが、最終期限が近づ

いた頃に一気に無くなってゆきました。以前は国道脇に汚わい船が係留されていまし

た。 
 ここにきて、ゴミの最終処分地建設が持ち上がり、反対運動が盛んに行われていま

す。無いわけには行かない施設ですが、どこまで受け入れるのか…と言うこともあり

ます。 
最終処分地を作ることが難しい時だけに、広域のものを引き受けることになりかね

ません。それを心配しての活動らしく、串本の広い範囲に運動が広がっているようで

す。 
 無いわけには行かないし、ゴミを焼いても最後の灰はここに行くし、し尿処理して

固形分を焼いても灰は残るし、燃えないゴミもたくさん出すし…人間が住むと環境に

は大きな負荷がかかります。 
 過疎がどんどん進行するのに負荷のほうは大きくなるなんて… 
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